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業績（通期）

③当期利益（親会社の所有者に帰属する当期利益） ④EBITDA（営業利益＋減価償却費）
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（単位：億円）
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業績（四半期）

③当期利益（親会社の所有者に帰属する当期利益） ④EBITDA（営業利益＋減価償却費）
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（単位：億円）
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2022年３月期トピックス

保有顧客件数が140万件を突破

資金調達の多様化
 第三者割当による第１回無担保転換社債型新株予約権付社債及び第13回新株予約権発行。

 第３回無担保社債を発行。

８か所目の水源となる、岐阜北方工場の稼働を開始

物流の効率化を推進
 地域配送事業者率の割合が30％を超える。

東京証券取引所の新市場区分見直し
 スタンダード市場への移行を発表。

株式会社格付投資情報格付センター（R&I）より、【BBB】へ格上げ
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保有契約件数

FY2017

143万件
（2022年3月末時点）

2020年3月 保有顧客数100万件突破

100万件

2019年3月 黒字化達成

81万件

2018年3月 保有顧客数No.1達成

65万件

2016年7月 経営統合
39万件

23万件

19万件

47万件

FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022

122万件
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売上原価、販売費及び一般管理費

2021年３月期 2022年３月期

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

売上収益 130.6 100.0 140.9 100.0 144.3 100.0 147.4 100.0 158.3 100.0 170.9 100.0 177.7 100.0 177.4 100.0

売上原価 19.4 14.9 19.6 13.9 20.7 14.4 22.1 15.0 23.3 14.7 24.8 14.6 27.3 15.4 28.2 15.9

売上
総利益

111.1 85.1 121.3 86.1 123.6 85.6 125.3 85.0 134.9 85.3 146.0 85.4 150.4 84.6 149.2 84.1

販売費及び
一般管理費
等

99.0 75.8 110.1 78.1 110.7 76.7 114.9 77.9 120.6 76.2 131.2 76.8 130.9 73.7 137.3 77.4

営業利益 9.9 7.6 11.3 8.0 12.9 8.9 9.7 6.6 14.3 9.1 14.9 8.8 19.6 11.1 11.9 6.7

※割合は売上収益対比

（単位：億円）
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営業外損益

2021年３月期 2022年３月期

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

営業利益 9.9 11.3 12.9 9.7 14.3 14.9 19.6 11.9

金融収益＋金融費用 △0.9 △1.3 △1.2 △1.2 △1.6 △1.7 △1.6 △1.6

持分法による投資損益 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 △0.0 0.2

税引前四半期利益 9.0 10.0 11.7 8.5 12.7 13.2 18.0 10.5

法人所得税費用 3.7 4.2 4.7 △5.2 4.7 5.1 7.1 2.2

非支配持分 △0.0 △0.0 △0.0 △0.0 △0.0 △0.0 △0.0 △0.0

親会社の所有者に帰属する

四半期利益 5.3 5.8 6.9 13.7 8.0 8.1 10.8 8.3

（単位：億円）
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業績予想に対する実績

2022年３月期 通期予想 2022年３月期 通期

当初予想 修正予想 実績 進捗率

売上収益 650 680 684.5 100.7%

営業利益 54 60 60.9 101.6%

親会社の所有者に帰属する

当期利益
33 34 35.4 104.2%

（単位：億円）



Copyright (c) 2022 Premium Water Holdings. All rights reserved. 9

財政状態

2021年３月期 2022年３月期

構成比 構成比 前年度比

流動資産 282.6 45.7％ 323.5 44.3％ 114.4％

非流動資産 335.2 54.3％ 407.3 55.7％ 121.5％

資産 617.9 100.0％ 730.8 100.0％ 118.3％

流動負債 217.5 35.2％ 207.5 28.4％ 95.4％

非流動負債 294.9 47.7％ 380.2 52.0％ 128.9％

負債 512.5 82.9％ 587.8 80.4％ 114.7％

資本 105.4 17.1％ 142.9 19.6％ 135.6％

有利子負債 378.3 61.2％ 462.3 63.3％ 122.2％

流動比率 129.9％ － 155.8％ － －

親会社所有者帰属持分比率 17.0％ － 19.5％ － －

（単位：億円）
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連結キャッシュフロー

2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期

営業活動による
キャッシュ・フロー 66.5 94.4 79.9

投資活動による
キャッシュ・フロー △13.3 △54.8 △27.1

フリー・
キャッシュ・フロー 53.2 39.6 52.7

財務活動による
キャッシュ・フロー △18.3 26.5 △18.3

現金及び現金同等物の
期末残高 102.3 168.7 203.2

（単位：億円）

※フリー・キャッシュ・フローは「営業ＣＦ－投資ＣＦ」にて算出
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財務指標

②流動比率①自己資本比率（親会社所有者帰属持分比率）※

※ A種優先株式（2017年9月28日発行）はIFRSでは金融負債に分類するため、2019年3月期末では負債へ計上。しかし、2019年

6月の定時株主総会の決議及びA種優先株式のみなし決議による本優先株式の内容変更に伴い、負債から資本へ組み換えを実施。そ

のため、19年3月期と20年3月期の自己資本比率に大幅な変化が発生。
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17.0%
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（日本基準）
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当社のSDGsへの取り組み①

プレミアムウォーターホールディングス SDGs宣言

プレミアムウォーターホールディングス株式会社では「水を守り、

人を育むこと」を掲げ、事業活動を通じたさまざまな社会課題に

取り組み、私たちに関わる全ての人が豊かになることを目指しま

す。そして社会課題の解決と経済発展の両立を図ることによって、

持続可能な社会の実現に貢献していくことを宣言いたします。

SDGs特設ページ：
https://premiumwater-hd.co.jp/sdgs/
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当社のSDGsへの取り組み②

こども食堂へのお米寄付

貧困や孤食という問題を抱える子どもたち

の食が少しでも豊かになることを目的に、

貧困家庭や孤食の子どもに食事を提供する

「子ども食堂」に自社富士吉田で収穫した

お米を寄贈しました。

災害時の支援・復興サポート

山梨県富士吉田市、兵庫県朝来市と「災害時

における飲料水の供給に関する協定」を締結

しており、災害発生時に被災者に飲料水の提

供が必要となった場合、無償供給およびサー

バーの無償貸与をおこないます。

他にも、西日本豪雨による被災地支援品の寄

贈、熊本地震における義援金寄付、熊本復興

支援イベントの開催等も行っています。

小学校での出張授業

小学校から行われるキャリア教育の一環と

して出張授業を実施しています。天然水を

取り扱う企業だからこそ伝えられる「お水

や自然の大切さ」と「日本の天然水という

価値ある資源を未来に残していくために、

自分たちにできることは何か」を子どもた

ちに自由な発想で考えていただきます。

地下水の利用

富士吉田工場では、地下水200ｍからくみ

上げた９度～10度の冷たい原水を利用し、

工場内の冷房・設備冷却に活用することで

電気使用料を削減したエコシステムを設置

しています。
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当社のSDGsへの取り組み③

安心安全のナチュラルミネラルウォーター

同社グループの製品（ナチュラルミネラル

ウォーター）は、一般の公的基準よりも厳

しい自社基準を設け、1日に10数回に及ぶ

自主的な検査（水の微生物検査、理化学検

査、官能検査）と定期的な放射線物質の検

査を実施しています。また、赤ちゃんのか

らだにもやさしい「軟水」を提供していま

す。

公平な人事制度・ジェンダー平等への取り組み

人事考課での公平性を確保するために、人

事ポリシー・考課制度を再整備していま

す。

また、産前産後休業や育児休業・育児休業

給付、育休中の社会保険料免除のほか、制

度の周知や情報提供を行っています。他に

も、週１日程度、在宅勤務ができる制度を

試行的に導入しています。

PETボトルの軽量化

PETボトルの構造を変更し、従来より20％

軽量化（プラスチック使用量削減）したボ

トルに順次入れ替え、2020年4月現在全水

源の97％で軽量化を実施済みです。

森林整備活動（西桂地区）

地域の水資源育成に向け、水源涵養機能の

高い森が良い水資源を生み豊かな食生活を

生むという考えから、西桂工場のある山梨

県の西桂地区において健全な森を作る間伐

等の整備を行っています。



＜お問い合わせ先＞

株式会社プレミアムウォーターホールディングス IR担当

メールアドレス：ir@premiumwater-hd.co.jp

1. 掲載された情報についてご注意いただきたい点

当資料を通じ、財務情報、経営指標等の情報の開示を行います。当社は、当資料を通じて情報開示を行うにあたり細心の注意を
払っておりますが、当資料に掲載した情報について内容の正確性等を保証いたしません。当資料による情報開示は、投資判断の参考
となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。投資に関する最終的な決定は、ご自身の判
断でお願い致します。当社は、当資料に掲載された情報を利用したことにより生じたいかなる損害についても、一切責任を負いませ
ん。

2. 将来の見通しに関する事項について

当資料に掲載されている情報には、業績予測等の将来の見通しに関する記述が含まれていますが、これらはリスクや不確実性を内
包するものです。業績予測等の将来の見通しに関する記述は、その実現性を保証するものではなく、当社を取り巻く経営環境や市場
動向の変化等により、実現しない可能性があることにご注意ください。

3. 当資料の運用について

当資料は予告なく配布の中止や内容の変更を行うことがあります。当社は、当資料を利用できなかったことにより生じたいかなる
損害についても、一切責任を負いません。
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本資料のお取り扱い上の注意




